
◇ 2009年８月４日 第917回例会(第916号) ◇

■ 出 席 報 告 ■ 速 見 委 員

【７月28日】
在籍会員 42名（内出席規定適用免除者 9名）
出席会員 36名（内出席規定適用免除者 7名）

ホームクラブ出席率 90.00％

７月７日のＭＵを含む出席率 94.74％

本日の例会

今週の歌 「 君が代・我等の生業 」

卓 話 「 会員増強月間に因んで 」

橋 本 豊 広報委員長

次回例会のお知らせ(８月18日)

卓 話 「 私 の 職 業 」

小笠原 史 朗 会 員

前回〔７月28日〕例会記録

■ 来 客 ■
宮 川 藤一郎 君（吹 田 西）

会長の時間 渡 辺 会 長
18日(土)の夏の家族会に会員・ご家族の方に多数

ご参加いただき有り難うございました。私も楽しい
時間を過ごさせて頂きました。クラブ行事の一つが
終わりほっとしております。東親睦活動委員長はじ
め委員の皆様ご苦労様でした。
今日は、この後、ご案内の通り20周年のクラブフ

ォーラムがございます。12月の大学ＲＡＣの認証状
伝達式、そして来年の記念式典まで７ヶ月程になっ
て参りました。皆様方のご協力を宜しくお願い申し
上げます。
次に７月度理事会において、会員増強推進特別委

員会の設置が承認されました。メンバーは、委員長
に八橋会員、副委員長に橋本会員、委員に新井、加藤、
木元、成松、西本、山 各会員を選任させていただ
きました。３ヶ年計画とし３年で新会員入会10名を
目指します。ご理解とご協力をお願いいたします。

幹事報告 西 本 幹 事
◎2009年８月のロータリーレートは、１ドル＝94円
とＲＩより連絡がありましたのでお知らせいたし
ます。
◎地区ロータリー財団セミナーの案内

日時：８月29日(土) 13：30～16：30
場所：大阪ＹＭＣＡ会館２Ｆホール
出席義務者：渡辺会長、西本幹事、飛田ロータ
リー財団担当、よろしくお願いします。

◎ＲＩのロータリー財団より、八橋会員にベネファ
クターの感謝状、記念認証状、記章が届きました
ので渡辺会長より贈呈します。

ニコニコ箱

新 井 会 員 結婚記念日、お花ありがとうござ
いました。

東 　 会 員 家族会多数のご参加ありがとうご
ざいました。

延 　 会 員 20年程かかりましたが、少しだけ
Make Dreams Realとなりました。本当に多くの
方々への感謝の気持でいっぱいです。ありがと
うございます。
それから、親睦委員会の皆様お疲れ様でした。
家族会楽しかったです。

成 松 会 員 子連れの二次会参加となってしま
いました。お世話をおかけしました。ありがと
うございました。

大 森 会 員 お花ありがとうございました。
本日分 31,000円
累 計 204,000円



奉仕活動委員会 寺 井 委 員
（青少年担当）

2009秋のライラのご案内
2009年の秋のライラが下記の要領で実施されます。

ロータリアン及びＲＣとして推薦できる青少年の方
がございましたら事務局までお申し込み下さい。

記
日 時：10月10日(土)～12日(祭)
会 場：関西大学 千里山キャンパス

〃 高槻キャンパス
テーマ：「リーダーの人間力」
受講料：(1) 青少年 8,000円

（推薦クラブにて負担）
(2) ロータリアン 6,000円

ホストクラブ：大阪阿倍野ＲＣ

広報委員会 橋 本 委員長
2009年８月１日、吹田江坂ＲＣのホームページを

開く事が出来ました。

クラブフォーラム

「20周年に向けて」

堀 田 稔 実行委員長
いよいよ今年度は20周年の年が来ました。本日は

20周年記念事業と記念式典について、皆様方のご意
見など多くいただければと思いクラブフォーラムと
なりました。
早いもので、ついこの間チャターナイトがあって

５周年、10周年、15周年と、もう20年です。思い返
しますと、キーメン会での集まりがあり、確か９名
だったと思いますが、約半数になってるな～と思う
と、20年は長いかな…です。
40名でスタートして今日現在、42名の会員です。

亡くなられた方と退会された方が56名。今までに吹
田江坂ＲＣに在籍された方は98名。随分と多くの方
が当クラブに関係されたものです。
記念事業については、関西大学ＲＡＣの提唱クラ

ブとして設立チャーターナイト（12月12日）を行な
います。
式典（２月20日）については、現在の経済情勢な

どを考慮し、必ずしも今までの型にこだわらなくて
もよいと思います。ご議論をよろしく。

■ローターアクト

ローターアクトクラブ（ＲＡＣ）とは、18～30歳
（厳密には、30歳になった後の６月30日まで）の若
年成人を対象に、奉仕を志向する市民と指導者を育
成するため、ロータリークラブ（ＲＣ）が提唱する
世界的な団体です。地域社会を基盤とするＲＡＣと、
大学を基盤とするＲＡＣの２種類のＲＡＣがあり、
１クラブは、少なくとも15人の創立会員でスタート
することが望まれています。「ローターアクト（Ｒ
Ａ）」の名称は、「ロータリー」（Rotary）と「行動」
（Action）からきています。
ローターアクトクラブの誕生

1960年代に入って、世界中の青少年が、共に活動
できるような組織をつくろう、という機運が高まり
ました。1962年、国際ロータリー（ＲＩ）理事会に
より、まずインターアクトプログラムが宣言され、
インターアクトクラブ（Interact Club、ＩＡＣ）
が次々と世界各地に創立していきます。しかし、イ
ンターアクターは14～18歳の高校生の年代が対象で、
卒業と同時に会員資格が失効。これを継続するもの
として、1968年１月に、当時のルーサー Ｈ.ホッジス
ＲＩ会長により、「ローターアクト構想」が打ち出
されたのでした。
1968年、ＲＩ理事会は、初めてＲＡＣの発足を認

証。世界最初のＲＡＣは、アメリカ・ノースカロラ
イナ州ノースシャーロットＲＣの提唱により、1968
年３月13日に結成された、ノースシャーロットＲＡ
Ｃです。
日本最初のローターアクトクラブ

日本最初のＲＡＣは、ノースシャーロットＲＡＣ
と同じ1968年に創立した埼玉県の国際商科大学ＲＡ
Ｃ（現川越ＲＡＣ）です。当時の第357地区（埼玉
県・千葉県 現在は第2570地区・埼玉県）の川越Ｒ
Ｃの提唱で、６月１日に発足。創立会員12人、例会
日は、毎週金曜日でスタートしました。
ローターアクトの目的

若い男女が、個々の能力の開発に当たって役立つ
知識や技術を高め、それぞれの地域社会における物
質的あるいは社会的なニーズと取り組み、「親睦と
奉仕活動を通じて」全世界の人々の間に、よりよい
信頼関係を推進するための機会を、提供することに
あるとされています。
この「親睦と奉仕活動を通じて」は、ローターアク

ターの標語であり「奉仕を通じての親睦（Fellowship
Through Service）」として採択されていますし、Ｒ
Ａのプログラムは、この標語を中心として展開され
ます。 （ロータリージャパンより）


